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野〔19〕の社会変 動 の理論 での応 用 等 かお る。
本稿 では，組 織 動学 の一環 とし て ，労 働 運 動 のカ タ ス トロ フィ ・ーの理論 に
よるモ デルを 考察 す る。
第1 節 では，組 織 動学 は一般 シ ステ ム理論 と深 い関 連が あ る ので。 この点/
につ い て検討 し 組織 理論 の研究 上 で組 織 動学 の位 置 付け を行 な う。
第2 節 では ，組 織動学 の発展 の方 向 とし て，分 析的 方 法に よる量 的側面 の
モデル化 であ る量 のモデ ルで ぱな く，超 分析 的手 法 に よる質的 側面 のモデ ル
化 であ る質 のモ デル の構成 を考 え る。 こ のため には ， カ タス トロ フ ィーの 理
論 が有効 な手段 とな るの であ り， カタス トロフ ィ ーの理 論を 具体 的に応用 し


































い る。 そ こ で は ， ① 理 性 的 視 点 ， ② 古 典 的 視 点 ， ⑧ 人 間 関 係論 的 視点 ，





















境 との相互作用かおるとい う意味でオープンであり。= －ソトロピーの増大を
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避け ，又， よ り組織 の安 定を 増 す ため に， エ ン トロピ ーの減少 を は か る。 シ
ュレデ ィン ガ ーはこ の ことを生 体 が負 のエ ントロピ ーを 食 べ てい るとい っ て9)
い る。3
） オ ープ ン ・シ ステ ム は等 結果 性 の法則 に従 う； す なわち ， 異 な った 初
期条件 や異 な った方 法 に よって 乱 最 終的 には 同一 〇 結果 を もた ら す とい う10
）
こ とであ る。 又 ，環 境 の質 が違 ってい ると，す べ て0 組 織 に と って ベス トで
あ るような 最終 的状 態 や 構造 はあ りえない のであ る。 この ことに 組 織 の構
造が組 織 と環境 の相互作 用 の違 い の影 響を 受け るこ とを意 味し てい る。4
） オ ープ ン・シ ステ ムに は数多 く の環 境 の変 化0 型 に対し て適応 的に反
応 す る ような 複雑 な フ ィ ードバ ック と調 整機構 か お る ；フ ィ ードバ ックに よ
って，与 え られた 目標 か ら の乖 離 が生 じた と きには 自己 調 整す る こ と に な
る。又 ，現 実 には 情報 の不確 実1生か ら， 等結果 性 は維持 され る昿 唯 一最 適
な経路 が存 在 す るの では な く，満足 でき る解を 採用 す ることに な る。5
） 組織 を活 動 のパ タ ーン化 され た セ ット とみ なし てい る；組 織内 の個 人
で はな く，そ の活動 のパ タ ー ンに依 存 し てい る と考え られる のであ る。 組織
を システ ム と同一 の， イ ンプ ット，変 換 ， アウ トプ ッ トとい う活 動 で認 識し
よ うとす るた め であ る。 この点 は，T. パ ーソンズ（Parsons ） のい う抽 象 的
な システ ム とは 異な っ てい る。 彼 は， 組 織を役 割 のシ ステ ム（体系）とし ，
役 割が パタ ーン化 さ れた行 為 七あ るとし てい る。レオ ープヅ' シ ス テ ム の 視
点 は，抽象 的 シ ステ ムで はな く， 具体 的な行 動 変数 に 基づ い てい る の で あ
る。6
） 組織 は環 境 か ら自 らを区 分 す る よ うな境 界を も ってい る ；特に ，組 織
を シ ステ ムと同じ よ うに全 体 とし て把 握し よ うとす る と この境 界は重 要 にな
る。D. ガッ ツ（Katz ）とR.L. カ ーン（Kahn ）に よる と，境 界 とい うの は，
システ ムの活 動を 定 義 す るた め の区 分 とい うこ とであ り，シ ス テ ムの活 動 と
い うのは ，シ ステ ム の メンバ ―の参 加や物 の移入 のこ とであ る として い る。
そし て境 界 は， こ の内 側 と外 側 の 相互 作 用 の障壁 とな ってい る。7
） シ ステ ムの内 外 の相互 作 用 は異 な った管 理 と自 治を もた らす ；種 々 の
サブシ ステ ムの機能 は 調整 さ れなけ ればな らず ，そ のた め にシ ス テ ムに は階
層構造か お り，各水 準 は何 らか の自 治能力を もち，上 位 の水準 か らに管 理 さ
















ードバックといっても具体的にオペレーショナルではない の で あ る。第2
に，異なる研究分野や水準にかかわらず，同一の形態や一様性をもっ科学の
統一とい うことが，「すべてのものに役立つことは何にも役立だない」 と い
われるような傾向をもつことを否定できない。すなわち，あまりに一般的な
論理が何の特殊状況も説明しえないことになることであ る。他に 乱 個人間
の構造や期待が視点に組み入れられていないとか，技術がこのモデルの中に
統合されていない等の問題がある。











形 成 過 程指向 の組 織論2.
形 成 結果 指 向 の組織 論V.
シ ス テ ム理論 及 び サイバ ネ ティッ クス て制 御工 学:) 指 向 の組織 論
この ような 分類 で，V のシ ステ ム理論 及び サイバ ネ テ ィ ッ クス指 向 の組 織
論 は次の よ うであ る。 犬
シ ステ ム理 論 とい っ てい るのは，一般 シ ステ ム理 論 のこ と で，一 般シ ステ
ム理論 は包 括 的 な， そ れ自体 まとま りのあ る総 合科 学 的 な立 場 か ら解 明す る
こ とを狙い とし てい る( 科学思想の統一性)。 そし て，物 理 学，工 学，生 物学 ，
社会学 ，心 理 学 等様 々な 学問 分野 におけ る認識 は，物 的 制 約条 件を 抽象化 す
るとい う前提 に立 ち，い ず れ も類 似又 は同一 の事態 を め ざす とし てい る。
又 ，サイ バ ネ テj ツクスについ ては，制御 理論 と通 信 理論 を 基 礎 としてい
るのであ り， 次 の2 点 に集 約 できる とし てい る。(1
卜 工 程 の統 制 冲制御 の問 題を シ ステ ムとい う結合関 係 の中 で とらえた こ
と。(2)
制御 ・ 通信工 学 で の信 号伝送 とい う概 念を 情報 伝 達 の概 念 とし て一般
化 した こと。 それ故 ，サイ バ ネテ ィ ックスは， シス テ ムにお け る制 御 と統 制
に関す る情報 伝 達 の過程 に取 り組む ものであ るとし てい る。
経営 組織 の問 題 とし ては ，経営 職務 遂行過 程にお け る，人 と機 械 の機 能行
動を制 御 す る， 最適 制御 シ ステ ム0 メカニズ ムを もつ とい う点 に おい てシ ス
テ ム理 論 と サイ バネ テ ィ ックスが 結びつ くの であ る。組 織 行 動 の制御 とい う
考 え方 の定式 化 は，星 野〔20〕でな されてい る。
一般 シス テ ム理論 とサイ バネ テ ィ ックjス の相違に つ い て は,Bertalanffy[4]
が次 の ように述 べてい る。
サイバ ネ テ ィ ッ クスは 情 報 とフ ィ ードバ ックを基 本概 念 とし てい る。 情報
につい て は，環 境 に対 して オ ープン ・シ ステ ムであ るが 物質 交 換 につい て ク
ロ ーズ ド・シ ス テ ムであ る。又 ， フィ ードバ ッ クとは， 生 物 で の恒常 性維持(
ホy オスタシス，Homeostasis) で代表 され るよ うに ， 特 定 の指標 を一 定水準
に維持 す るこ とであ る。そ し て， サイバネ テ ィ ックスで は， こ の よ うな構 造
的なし くみ，機 構を 前提 にし てい るという 点 て機 械 論的 であ る。 これに対 し
て ，一般 シ ステ ム理 論 は，多 数 個 の変数 間の動的 相互作 用 のモ デ ル であ り，

































自 な理論 を 展示 す るの でな く ては存 在理 由が ない のであ る。 この意味 で，組
織 動学 の研 究対象 は組 織行 動 ，組織 現象 な の であ り， 一 般 シ ステ ム理論 の よ
うなシ ス テ ム全 体を研 究対象 とし科 学 の統 一を 図 るこ とを 目指し て はい ない
の であ る。そ し て，異 な る学問 間 の共 通性 を抽 出して 一般 理 論を 構築す る と
い うのでは な く， 組織 現象 の理解 のため 他 の科 学 で発 展 した 手法 や論理形式
を応 用す るこ とか お るにすぎ ない 。
次に， カ タ ストロフ ィ ーの応 用 とい う点 に注 目し て み る。
組織動学 ， 一般 シ ステ ム理論 の共 通 の大 きな問 題 は ，前 述 の よ うな方法 の
問題 ，す なわ ちモ デルを表 現す るのに 微分方 程式 しか 使え ない とい う点 であ
る。こ れを克 服す る有力 な数学 的道 具 が カタ ス トロフ ィ ーの理論 懲あ る。
佐和〔57〕に よるとy 一般 シ ス テ ム理論 は，「一 般 シ ステ ム」を もってお ら
ず ，個 別 シ ステ ムを抽 象 し，そ れ ら の間 の共 通点 を探 るこ とに より「一 般 シ
ステム」 のイ メージ を 構成 し， 経 験的 に帰納 し てい る 相対概 念であ るに す ぎ
ない。し かし ，カ タス トロフ ィ ーの理 論 の場 合に は， 数 学 的 実在 と し て の
「一般 シ ステ ム」 が絶対 的 には じ めか ら存在 し てい る。” とし てい る。
組織 動学 に対 しては ， この ような批 判 は成 立 しない 。そ し て， カタス ト1==・
フ ィーの理論 が組織 動学 の新た な展 望に 対し て重 大な 役 割を 担 う理論 であ る
と考え られ る。 そ こで，次節 に ，新左 翼 の労 働運 動を 記述 す るカ タス トロ フ



































ると，1965 年1 月から1970年6 月までの間に45件のデータがあった。この原
デ¬夕を次式で各々指数平滑化する。Z 期における実績値を 瓦 とし，t 期の
期待値を 瓦 とすると, 瓦 は次のように表現される。i
瓦 ＝a皿汁(l －α)脳瓦 才十( －ぶ)瓦-2}






又，新左 翼 の行 動項 目に つい て は，そ の強 度を 表現 するた めに表2 の よ う
に 計量 化 をし た。 計量化 の方 法 とし ては ，行 動を5 つ の段階 に分 け ，弱い順
に評価 が1 とし て集 会， デモ,2 に はス トライキ，ジ グザ グデモ， バ リケ ー
ド，座 り込 み，基 地侵 入を 入れ ，3 とし て投 石，角 材 ，駅 乱 入等を 分類し ，4
には火炎 ビ ソ，機 動隊 ・警 官隊 との衝 突， 最後 に5 とし ては放 火 ，内 ゲ9
パ イン 十 ツク，交 番襲 撃 の よ うな 最 もエ ス カレ ー トし た行 動 の場 合にした 。
そして ，そ れ らが 発生 した 回 数に1 ～5 の ウユ,イ ドを かけ た も のの加垂総 和
を 出し た。更 に ，一 番総 合得点 の高か った1970 年6 月 の74 を100 とし て,= 他
表1 新左翼の行動表 ，
年 月
参 加 者 数 逮 捕 者 数
































































































































































































































































































































このモデルの逮捕者数 αと参加者数♪を平面上ヘプロット す る と，図1
のようにくさび型の図で示される。くさびめ図は，平滑化された値をプロッ



































































































































































デルやシステムの状態を表現するポテンシャル関数F で次式 の ように示さ
れる。（p.62 の付録の表4 より）V
＝d*十ad^十pd
図4 では，参加者数♪が比較的に多く，逮捕者数がベクトルS の ようにA
から召へ移動して増加していく。召点に到達するまでは，曲面M 上を紛























三重になって折り曲げられている曲面 河 をあ ら わ
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カ タ ス トl=1フ ィ ー の 理 論 に よ る 組 織 動 学 の 展 開61p
フ ィ ー の 理 論 で 十 分 処 理 で き る 問 題 で あ る と 考 え ら れ る 。
デ ー タ の 処 理 に あ た っ て は ， 参 加 者 数 と 逮 捕 者 数 に 対 し て 平 滑 化 法 を 適 用
し た 。 平 滑 化 を し な く て ， 原 デ ー タ を そ の ま ま 使 用 し よ う と す る と カ タ ス ト
ロ フ ィ ー が あ ら わ れ に く い し ， く さ び 型 も 明 瞭 な 形 で は 出 現 し な い の で あ
る 。 こ の 意 味 で ， カ タ ス ト ロ フ ィ ー の 理 論 の 適 用 に は 少 た か ら す の 問 題 が 発=
生 す る 。 す な わ ち ， 厳 密 な 意 味 で の 科 学 に は ， 記 述 ， 説 明 ， 予 測 ， 制 御 の プ
ロ セ ス が 必 要 で あ る に も か か わ ら ず ， こ の モ デ ル で は ， 記 述 が せ い ぜ い で お
り ， 現 象 の 説 明 は か な り 不 十 分 で あ る し ， 予 測 ， 制 御 に い た
っ て は ， 全 く 不13
）j
可 能 で あ る の で あ る 。 非 常 に 大 ま か な 傾 向 が 把 握 さ れ る の に す ぎ な い の で あj
る0
，
カ タ ス ド3 フ ィ ー の 理 論 を 社 会 科 学 へ 応 用 し よ う と す る 一 連 の 研 究 は ジ ー:
マ ソ に よ っ て 行 な わ れ て い る 。 し か し な が ら ， カ タ ス ト ロ フ ィ ゞ の 理 論 を 応
用 す る こ と に つ い て は ， ト ム と の 間 に 異 な っ た 考 え 方 が あ る 。 ト ム は ， 従 来
か ら あ る 数 量 的 連 続 現 象 の 分 析 に 対 し 質 的 不 連 続 現 象 を 理 解 す る 理 論 と し
て ， カ タ ス ト ロ フ ィ ー の 理 論 を 考 え て い る 。 従 う て ， 質 的 予 測 は 可 能 に な る
が 量 的 な 予 測 に 使 う に は ， デ ， 夕 が 必 要 と な る 。 そ し て ， 法 則 が 不 明 で 量 的
予 測 が で き な い よ う な 現 象 に こ そ が ， カ タ ス ト ロ フ
ィ ー の 理 論 の
適 用 に 意 味




こ れ に 対 し ， ジ ー マ ン は ， 実 際 の デ ー タ を 集 め 理 論 的 に 検 証 し て み る こ と
が 理 論 の 真 価 を 立 証 す る こ と で あ る と 考 え て い る 。 そ の た め に ， い く っ かO
応 用 研 究 を 行 な い ， そ の 成 果 を 発 表 し て い る の で あ る
○
本 稿 は ， ジ ー マ ン の 考 え 方 に 沿 う も の で あ る が ， こ の モ デ ル の 有 効 性 に つ
い て は ， 十 分 で あ る と は い え な く 今 後 の 検 討 が 必 要 で あ る 。
カ タ ス ト ロ フ ィ ー の 理 論 に よ り ， 内 部 の 法 則 が よ く わ か ら な い 現 象 に 対 し
て ， 全 体 の 展 望 を し ， そ の 上 で ， 最 終 的 に は ， 現 象 を 定 量 化 し ， 微 分 方 程 式
の 解 を 求 め る と い う プ ロ セ ス は 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ の 際 ， 多 変 量 の
デ ー タ に 対 し て は ， 変 量 の 数 を 減 ら す た め ， 例 え ば 多 変 量 解 析 の よ う な 手 法
が 必 要 と な る 。
最 後 に ， カ タ ス ト=t フ
ィ ー の 理 論 を 応 用 し た 分 野 の 一 覧 表 を 表3 に 示 し て
お く 。 今 後 の 理 論 の 新 た な 展 開 が 期 待 さ れ る も の で あ る 。
62
表3 カタストロフィーの理論の応用分野




































十分小さく摂動させたとき，摂動した関数G ＝F 十dF が，関数F と（位相
的に）同じ形態のままでいる場合をいう。又，形態形成とは，一般的な意味
で形態のあらゆる創造的・破壊的過程をいうのであり，本来の語義である生






複雑であ るこ と。第2 に ，多 変 数 の条件 の厳 密 な設定 が困難 であ り，ほ とん
ど同じ条 件 の もとで も結果 に 大差 が生 じ不安 定 であ る こ と。第3 に，変化 に
不 連続 な現象 が多 く， これを 統一 的に 説 明す るこ とが 難 しい こ と。 カ タス ト
ロフ ■i
の理論 は ， こ うい った現 状 の科学 に対し て新 し いモ デ ルを提 供 す る
理論であ ると考 え られ る のであ る。 そ れに よっ て，社 会科 学や生 物学 も厳 密
科学又 は リキ ッド・サ イエy ス （rigidscience ） に な ることが可 能 にな る の
であ る。
カタ ス トロフ ィー の理 論 は，1920 年 代 より始 まった ，図形 の定 性的研 究 を
す る微分 トポロジ ーに属す る現 代数 学 の一分 野 であ る。
組織現象が下のような一連の微分方程式で示されるとする。










関数f（亀，0 が， 変数として時間Z を含まないとき上の微分方程式は自
励系（autonomous ） といい，含むときには非自励系 （non-autonomous ）
という。関数 ／が自励系であったり，X の一次関数であ っ た り，非常に簡
単な非線型であれば，初期条件が与えられると，上O 微分方程式の解は求め
られる。しかし，少し複雑な関数形であったり，変数の数が増加し てく る






） という。 外乱により均衡点を離れた場合で乱 十分長い時間の後に







面M にベクトルを描いてできる図形を曲面M のベクトル場 とい う。更に，
曲面 訂 を拡張し，一般的にn 次元空間で， ある点の周囲にある点の集合がn
次元球となるような空間を多様体といい，これも訂 でもらわす。 この多






ポ テ ンシ ャル関数 がF ＝F（元i，X2 ， …，Xn ，Vl ，2/2， …,ym ） で示 され
る とす る。 こ こでXi ，…，心 はシ ス テ ムの状態 （ 結果） を示 す変 数 であり，yu
… √V
回
は コン トロ ール（原 因） を示 す変 数 であ る。 コン トIP ール の点C
＝（2/i,…, 釦 ） が与 え られた とき ， こ の値 を ポ テこイシ ャル関数 に代 入し た
関数V ＝V,（Xl ，X2 ， …> 亀 ）＝K｛^i，X2 ，心 …，C ＝（!/i， …，2/m ）}が得 ら
れ る。4
次元空 間 尺' で構造 的に 出現す るポテ ンシ ャル関数y の特 異点 のすべ て
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ト ム〔57 〕,Casti ［10 ］ よ り 作 成 。U,V,W,tff^
コ ン ト ロ ー ル の 変 数 で あ る 。
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このような微分方程式をグラジェソト系（勾配系） という。このグラジェ
ント系の均衡点は ドー ズ）＝O を解くと求められる。そして，V（x ）を最小
にする方向へ移動することになる。均衡点が極小値であると，ごの均衡点は
局所的に漸近安定な均衡点である。この安定均衡点を, 十カタスト1= フー イ―の
理論ではアトラダター（attracter）と い う。 このアトラクターの消滅発生
の現象を微分方程式論で分岐（bifurcation） といい，アトラクター の位 相
に突然の変化が生じるような分岐による形態の変化をカタストl==・フィーとい
うa
ポテンシャル関数V（え）に少しの変化 （摂動,pertubation ） が起こった
とき，アトラクターが位相的に変化しない場合をV（x ）は構造安定であると
し迂 変化すれば構造不安定という。 構造安定の判別は， 均衡点をαとし
た とき にV ″(α)≒O な らば 構造安 定↓F ″(α)＝O な らば 構 造不 安定 で あ
る。
上 犬
ニ ∧ 几 ニ
注 ∧I ・ ・1)Catastrophe
は, 日本 語 で カタ ス トロフA －とい う場合 と カ タ スレト:p フとし うヽ 場 看 が ち
る。 前 者は 野（U ⊃，C451 ，C46 ⊃，後 者は作 和C57) サイ エ ン ス社C48 ⊃,て49] で姉贋 庫れ統





異な った 学問 の研究 水 準ダ)格差 に着 目七 。先 進的 な学問 の方 法 論を 後 進的 な学 問ぱ尭 腱的
に応用 し てい く とい う考え 方 は， 小室[31] に よ り学問 格差 雛 とい われ る。3)
ヘ ア ーに よる と。理論 的に は企 業成 長 に よって企業 の従業員 の数N は 。企業 の設立以 来 の









ここで ，R は 成 長率 であ り， 最初 の3 年 間 の従業員 数 の 増加 で 決 まづて く るとし でい る。
そ して， 現実 の 環境 か らの 制約に よっ て成 長率 は抑 制 されて， 前 出 の式 は 次の よ うに変 形 さ





ここ で,K は環 境 制約 下で の最大 の従業員 数 であ る。 上Haire
，M 。ModernOrganizationTheory,JohnWiley&Sons,1959 を 参照 され た
い。 同 様 の議 論は 星 野〔20 ⊃に もあ る。 フl こ4
〕March に38〕では ， 組織論 の将来 とし て ① ミク・=・経 済学 へり 浸 透。 ② 人 口生 物学， 人
ロ統計 学 の適用, ③ 知 識 社会 学 の適用， ④ 人 口知 能の領 域 の4 つ を列 挙 し てい る。5)8
つ の視点 に よる分類 を す るにあ た って パ ースと ド ラベ ッタは ，問 題 点を2 つ 指 摘七 七い
る。第1 に ，分 類 は役立 つけ れ ど も，多 くの理論家 はそ の研 究上 い くつ か の視 点に またが っ
てい る。 第2 に ， こ の特 定 の8 つ の分類 が最 終的 なも のとは いえ ない 。Hassrl5]p.24.6)
斎藤rso 〕は， パ ースと ド ラベ ッ クに よるこの分類 の 紹介を 行 な っ てい る。 …… …7)
一 般 シ ステ ム論 の 目的 の3 つ の主 要な側 面は 次 の よ うであ ると し ている 。しBertalanffy 〔5 〕
① シ ス ラ ム科 学 の面 ；あら ゆ る科学 におけ る「 シ ステ ム」 の 科学的 な探究 と理 論， シ ス
テ ムに 適用 で き る諸原 理 の教 義。
② シ ス テ ム工 学 の面; コン ピ ュー ターや オ ート メー-y ョソ等 のハ ー ドウェ ア迪 新し い 理
66
論 展 開 ， 体 系 等 の ソ フ ト ウz ア の 両 方 を 結 び つ け る
。
③ シ ス テ ム 哲 学 の 面 ； 思 考 と 世 界 観0 改 変 で あ り
， 新 し い 科 学 的 規 範 と し て シ ス テ ム を
導 入 す る
。8)
エ ン ト ロ ピ ー £ は 召 ＝klogD で あ ら わ さ れ ，k は ボ ル ッ マ ン 定 数( ＝3,2983 ×10-^*cal/
゜C) で も り゛
。D




， 砂 糖 と 水 と が 最 初 別 々 に あ っ て 乱 一 緒 に な る と 水 に 溶 げ 砂 糖 が 拡 か っ て い
く
。
両 者 を 分 離 で き て い た 秩 序 の 状 態 か ら
， 両 者 の 区 別 が つ か な く な る 無 秩 序 の 状 態 へ と 無
秩 序D 娯 増 大 し
， エ ン ト ロ ピ ー が 増 え る こ と に な る 。 よ っ て ， ク ロ ― ズ ド ・ シ ス テ ム で ぱ。
そ の シ ス テ ム の エ ン ト ロ ピ ー が 増 え て い く こ と に な る
。Schrodingerr54
つ9)
生 物 体 は 負 の エ ン ト ロ ピ ー を 食 べ て い る と い
っ
た の はSchrodinger 〔54 ⊃ で あ る
。
生 物 体
は, エ ン ト ロ ピ ー の 増 大 を 相 殺 し
ん そ れ 自
身 を 低 い エ ン ト ロ ピ ー の 状 態 に 保 ち
， 環 境 か ら 秩
序 を 引 き 出 し て い る の で あ る
。
£) が 無 秩 序 のB 安 と な る 量 で あ る た め
，l/D を
秩 序 の 大 き
さ を も ら わ す 量 と し
，1
μ)
の 対 数 を と る と
。 こ
れ が エ ン ト ロ ピ ー に 負 の 符 号 を つ け た
，
負
の エ ン ト ロ ピ ー に 等 し く な り
，
秩 序 の 大 き さ を 表 現 し て い る こ と に な る
。klog(l/
£)) ＝ －&logi) 』
－( エ ン ト ロ ピ ―)10)
原 因: に 多 少 の 変 動 が あ
っ て
も 結 果 は 変 化 し な い と い う こ と で あ り, カ タ ス ト
ロ フ ィ~ の 理
論 の 構 造 安 定 性 と い う こ と と 同 じ で あ る
。 ト ムC57
〕11)
還 元 主 義 又 は 要 素 還 元 主 義 と は
， シ ス テ ム の 行 動 を 説 明 す る こ と は そ の シ ス テ ム の サ ブ シ
ス テ ム ， 要 素 の 行 動 を 説 明 す る こ と に 帰 着 で き る と い う 考 え 方 で あ る
。
し か し な が ら ， 生 物
に お け る 細 胞 と 分 子 に お い て は ， 形 態 形 成 内 謎 は 説 明 し え ず ， 人 間 社 会 に お け る 社 会 と 個 人
に お い て も ， 個 人 の 行 動 の 総 和 が 社 会 行 動 に な る と は 考 え 難 い
。
特 に
， 新 古 典 経 済 学 の 方 法
論 的 個 人 主 義 と い う 要 素 還 元 主 義- で は
， 経 済 行 動 の 説 明 が う ま く い っ て な い と 考 え ら れ る 。
更 に
， 要 素 還 元 主 義 の 成 功 し て い る と 考 え ら れ る 物 理 学 に お い て 乱 例 え ば ， 空 気 の 圧 力 と
体 積 に つ い て の 性 質 と 空 気 の 分 子 の 行 動 と は 還 元 論 的 に は 結 び
つ か ず ， 統 計 力 学 の よ う に ミ
ク9 と マ ク ロ を 接 合 す る 理 論 が 必 要 と な る
。12)
犬
こ の 研 究 は ， 戸 塚 ・ 中 西 ・ 兵 藤 ・ 山 本C58 ⊃ に よ
っ て
行 な わ れ た も の で あ り
，
下 巻 の 付 録 と
し て1965 年1 月 ～1970 年6 月 ま で の 新 左 翼 行 動 年 表 を 掲 載 し て い る
。
組 織 動 学 を 具 体 的 に 考
察 す る 場 合 に は
， 分 析 対 象 と し て0 具 体 例 が 必 要 と な り ， 又 ， 分 析 の た め の デ ー タ が 整 っ て
い な け れ ば な ら な い,
。
企 業 の 組 織 行 動 の 研 究 で は
， 必 要 と す る デ ー タ が 完 備 し て い る ケ ー ス
を 入 手 し え な か
う た の で, 上





ト ム に よ る と ， カ タ ス ト ロ フ ィ ー の 理 論 り 科 学 的 位 置 は
， そ の 内 在 的 お よ び 整 合 的 お よ び
数 学 的 整 合 性 に 基 礎 づ げ ら れ
， い く つ か の 好 都 合 な 場 合 に は 定 性 的 予 測 が 可 能 で あ り ， 又。--
般 に は 記 述 に お い て か な り の 恣 意 性 の 削 減 を 実 現 で き る と し て い る
。 ト ムC57
〕
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